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術文化に村する支援のよりいっそうの拡充を主張している。   
以上のような議論は，「21世紀の日本はもう少し文化的な国であって欲しい」というあ  
る意味で直観的な私の願望をもととして展開されたものであり，本論文は，そうした直観  
的・感覚的なものの論理的な根拠づけの可能性への挑戟でもある。   
ところで，こうした私の「直観」は何も降って湧いたというものではない。しかし，ま  
た，私自身が芸術文化的な環境の下で育ち，そうした分野にとくに関心があるからという  
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第1章 文化とは何か   
第1節 文化政策における文化－－一本論文における文化の定義－…  
福祉政策が国民の福祉を対象とする諸政策のことであるように，文化政策とはその名の  
通り我が国の文化を対象とする諸政策のことである。では，ここでいう文化とはいったい  





コリンメルサーの言葉が引用されているそうである。   
また我が国の文化政策に関しても，端信行氏が同様の問題意識を述べている。「特に，行  
政が文化に取り組むにあたって，文化とは何を指すのかが明確にならないことが，その推  



























第2節 さまぎまな「文化」の定義   
はじめに，私たちが日頃，文化という言葉をどのように使っているかを考えてみよう。  





多義的である。   
それでは，学問の世界ではどうだろうか。実は学問の世界における文化という言葉は，  
日常生活におけるそれ以上に多義的であるようだ。一般に広く受け入れられた文化の定義  
がないどころか，アメリカの人類学者A・L・クローバー とC・クラックホーンによれば，  
文化には英語だけで160もの学問的に提示された定義があるそうである。これは英語に限  
った定義であり，英訳されていない定義やその後新たになされた定義を含めると膨大な数  




された価値からなる。」   
また文化とは何かについての哲学的な立場からなされた考察もある。渡辺通弘氏は，人  
間は死が必然であることを自覚している唯一の動物であり，この絶望から抜け出すために，  
死すべき自己にかわる何物かを見出そうとして人間は文化を作ったのである，という。   
そして，渡辺氏は，時代を超えて伝達される集団内で遵守され，不可欠の要素となった  
特定の様式や型を文化と定義し，時代の超越性という点では同じであるが，とりわけ創造  






－68－   
















入の正当化が芸術の領域にも適用される（第2節）。   
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庁による支援の根拠の不十分さを指摘したい7。   





無視する結果となっており，政策の根拠とするにはあまりに貧弱なものとなっている。   
そして，第二に，仮に国民が「心の豊かさ」をより重視するようになってい るとしても，  
「心の豊かさを求め」ることがなぜ「文化への強い志向」となるのという点に関して論証  
と実証的根拠が貧弱である8。   
ここではこれより深く立ち入って論じるこ七ほしないが，以上の点からだけでも文化庁  
の支援の根拠にがいかに貧弱で不確かなものであるかは明らかである。   
また，仮に国民が文化的な財・サービスに対してより大きな需要をもつようになってい  
ると仮定したとしても，公的部門がそうした財・サービスの供給に関与しなければならな  

























第2節 経済学における根拠  
1 はじめに   
芸術文化に対する公的支援が経済学の枠組みの中でどのように根拠づけられるのであろ  
うか。以下では公共経清学の枠組みの中でこの間題についてどのような解答が可能である  












































3－1 特徴的な生産技術－－一平均費用逓減財の最適供給－－一   
企業の生産関数が規模に関して収穫逓増であることによって生じる「市場の失敗」は，  
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競争の上で有利になり，最初に大量に供給した企業が他の企業との競争に勝ち，独占者と  









（図表2）平均費用逓減産業  しかしながら，社会全体での余剰が最  
大となる，価格が限界費用と一致する点  
では，企業は生産費用を回収することが  











限界収入曲線   
O  Q。  Q2  QI D一  数量  
（入場者数）  
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るため，外部経済の受益者の其の便益の特定が困難であるなどといった要因がある0   
非排除性をもつ財・サービスは，いったん供給されれば，需要者はその対価を支払おう  
が支払わまいが，その便益を享受できる。したがって，需要者は，自分自身がその財・サ  

























する便益の僕与でもある。これらは存在価値および遺産価値と関係している0   
そして，芸術文化がもたらす間接的便益として教育的価値を指摘している。これは一般  






































4 分配に関する諸問題に基づく正当化   
本節でこれまで議論してきたのは「市場の失敗」が存在するときに，効率性の観点から  
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を指摘している。図表4は世帯年収別の芸能鑑賞状況を示している。   
また，社会学の分野におけるある研究は，我が国においては出身階層と文化的な趣味の  
間の相関関係は指摘できないものの，今後，文化的な趣味は，文化的なモノにどれだけ支  
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第3章 我が国の文化政策の歴史と現状  


















たい（第3節）。   
第2蘇 我が国の文化政策の歴史的変遷  
我が国においては歴史的に，茶道や能楽が摂関家や将軍家によって庇護されるなどとい  
った例はあったものの，一般的に芸術文化は時の権力者によって庇護されるのではなく，  
























化の発達に偉大な貢献をしたものに文化勲章が贈られるようになった。   

















































第3節 我が国の文化政策の現状  
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（国表8〉地方公共団体の文化関連経費の推移  倣円   
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脚所）文化庁「文化行政のあらまし」。  
年の時点で比較したとしても地方公共団体の文化関係経費は文化庁予算に対して約10倍  








約9倍），イギ リス洞約3倍），ドイツ（同約2・5倍）との格差はいっそう拡大する0  
19以下，詳細な資料は省略するが，文化庁ホームページ（http：”www・bunka・gO・jp／）に詳しい資料が掲載さ  
れているので参考にしていただきたい。  
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2 我が国の公的な文化関連支出の質的側面   
つぎに我が国の公的な文化関連支出の質的側面として，文化庁および地方公共団体の文  
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おわりに－－一我が国の文化政策の今後について－－－   
ここでは，本論文を終わるに当たり，これまでの考察を踏まえて我が国の文化政策に関  


































－84－   
参考文献  
Boumol，W．）．andWilliamGBowen［1966］，PedbrmingArts：77teEconomicdilemma・AStu4yqfPfVblems  















佐々木晃彦［編著］［1999］恨明と文化の視角 進化社会の文化経済割東海大学出版会。  
佐藤郁哉［1999］幌代演劇のフィールドワーク 芸術生産の文化社会割東京大学出版会0  
伊藤裕夫［1998］「文化政策の課題とアートマネジメントの機掛－一文化における「参加」の意義」（総  







史郎［訳］［1996］『ステイグリッツ 公共経済学（上）（下）』東洋経済新報社）o  
Throsby，D．［1994］・・TheProductionandConsumptionoftheArts：AViewofCulturalEconomics”，Joumald  
Eb。tWmicLiteratureXXX［［（AmericanEconomicAssociation）。  
梅樟忠夫［監修］・総合研究開発機構［編］［1983］恨化経済学事始め 文化施設の経済効果と自治体   
の施設づくり』学陽書房。  
ー85－   
